
11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

あ
な
た
の
「
も
し
や
」
が子ど

も
を
救
う

子
ど
も
自
身
は
、
訴
え
る
力
が
弱

く
、
虐
待
さ
れ
続
け
て
育
つ
と
そ
れ

が
普
通
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
せ
ば
誰
か
が
助
け
て
く
れ

る
と
い
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
さ
え

知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
周

囲
の
誰
か
が
気
づ
く
こ
と
が
、
子
ど

も
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
家
庭
・
地
域
で
虐
待
を
疑
わ
せ
る

サ
イ
ン
（「
こ
ど
も
虐
待
防
止
の

手
引
き
」
よ
り
）

①
虐
待
行
為
を
疑
わ
せ
る
状
況

・
虐
待
行
為
そ
の
も
の
の
目
撃

・
虐
待
を
疑
わ
せ
る
音
（
た
た
く
音

や
叫
び
声
な
ど
）

②
虐
待
を
疑
わ
せ
る
子
ど
も
の
状
況

・
不
自
然
な
傷
が
多
い

・
不
自
然
な
時
間
に
徘
徊
し
て
い
る

・
衣
服
や
身
体
が
非
常
に
不
潔

・
常
に
お
な
か
を
空
か
せ
て
い
て
与

え
る
と
隠
す
よ
う
に
し
て
が
つ
が

つ
食
べ
る

・
傷
や
家
族
の
こ
と
に
関
し
て
不
自

然
な
答
え
が
多
い

・
性
的
な
こ
と
で
過
度
に
反
応
し
た

り
不
安
を
示
し
た
り
す
る

な
ど

③
虐
待
を
疑
わ
せ
る
親
の
状
況

・
地
域
の
中
で
孤
立
し
て
お
り
、
子

ど
も
に
関
す
る
他
者
の
意
見
に
被

害
的
・
攻
撃
的
に
な
り
や
す
い

・
子
ど
も
が
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病
気

に
な
っ
て
も
、
医
者
に
診
せ
よ
う

と
し
な
い

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
暴
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い

・
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
た
ま
ま
頻

繁
に
外
出
し
て
い
る

な
ど

■
虐
待
に
関
す
る
連
絡
先

虐
待
を
発
見
し
た
ら
児
童
相
談
所

か
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
へ
、
緊

急
を
要
す
る
場
合
は
警
察
へ
、
ち

ょ
っ
と
気
に
な
る
と
き
は
市
の
家

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

10
／
20
サ
ー
ビ
ス
開
始
！

長
門
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
、
10
月
20
日
（月）
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
短
時
間
で
い
い
か
ら
子
ど
も
を

預
け
て
用
事
を
済
ま
せ
た
い
」「
子

供
が
好
き
だ
か
ら
、
依
頼
が
あ
れ
ば

預
か
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
も

会
員
に
な
っ
て
子
育
て
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
他

の
お
子
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
も
大
歓
迎
で
す
！

援
助
活
動
は
あ
く
ま
で
も
有
償
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
の
で
、
就
業
を

保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
子
ど
も
さ
ん
を
安
全
に
お
預

か
り
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
緊
急
の
要
請
に
必
ず
し

も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
会
申
込
み
や
援
助
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
長
門
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
概
要
は
長
門
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

TEL
23
‐
１
０
１
１

FAX
23
‐
１
０
１
３

・
地
域
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

TEL
23
‐
１
１
５
６

街

頭

献

血

■
開
催
日
　
11
／
19
（水）

■
場
所
・
時
間
　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー９：

30
〜
12：

00

市
役
所
油
谷
支
所14：

00
〜
16：

00

■
そ
の
他

・
400
ml
、
200
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

・
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
65
歳
以
上
）
を
実
施

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
、
肺
炎
を
併
発
し
た
り
死
亡

し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

法
律
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

長
門
市
民
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

・
接
種
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す

る
人
（
該
当
者
は
予
診
票
に
診
断

書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

■
接
種
回
数

１
回

※
２
回
目
か
ら
は
全
額
個
人
負
担

■
期
間

11
／
１
（土）
〜
平
成
21
年
２
／
28
（土）

（
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
流
行
期
に
備
え
、
12
月
中
旬
ま
で

に
は
接
種
を
終
了
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

■
実
施
医
療
機
関

下
表
の
と
お
り

■
負
担
金

１
、
０
５
０
円
（
65
歳
以
上
の
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

■
そ
の
他

・
こ
の
広
報
誌
と
一
緒
に
配
布
し
た

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
説

明
書
」
を
必
ず
事
前
に
お
読
み
く

だ
さ
い

・
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
に
あ
り

ま
す

・
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
持
参

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
母
子
保
健
係

TEL
23
‐
１
１
３
２

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
申
込
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

③
法
定
の
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
受
付
期
間

11
／
20
（木）
〜
12
／
１
（月）

■
入
居
可
能
時
期

12
月
下
旬
以
降

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
、
抽
選
会
通
知

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
市
役
所
本
庁
都
市
建
設
課
ま

た
は
各
支
所
経
済
施
設
課
に
提
出

※
抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
は
50
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

１
回
の
募
集
で
、
１
世
帯
に
つ
き

１
戸
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
管
理
係

TEL
23
‐
１
１
４
７

三
隅
支
所
経
済
施
設
課

TEL
43
‐
０
２
７
７

日
置
支
所
経
済
施
設
課

TEL
37
‐
２
１
９
３

油
谷
支
所
経
済
施
設
課

TEL
32
‐
１
１
１
４

庭
児
童
相
談
室
へ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す

・
萩
児
童
相
談
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
１
１
５
０

※
休
日
・
夜
間
で
も
つ
な
が
り
ま
す

・
市
家
庭
児
童
相
談
室

TEL
23
‐
１
０
１
２

※
休
日
・
夜
間
は
宿
直
室

TEL
22
‐
２
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

TEL
23
‐
１
１
５
６

市では「地域に開かれた学校づくり」の一環として、
長門市学校教育研究大会を開催します。多くの皆さ
んのお越しをお待ちしています。

■と　き 11月５日（水）15：00～16：20
■ところ ラポールゆや
■講　師　東京都三鷹市教育委員会

教育長　貝ノ　
か い の せ

滋
しげる

さん

■演　題 「新しい義務教育学校を求めて」
～コミュニティ・スクールを基盤とした

小中一貫教育の推進～

■入場料 無 料（参加申込は不要です）
14：00～14：15 開会行事 14：15～14：40 学校紹介
14：40～15：00 展　　示 15：00～16：20 講　　演
16：20～16：30 閉会行事

■問い合わせ　長門市教育委員会 学校教育課
TEL 23‐1258

講 師
貝ノ　　滋
2004年10月か

ら三鷹市教育委員会
教育長。「夢育の学
び舎」を標榜する教
育ボランティアを組
織し、コミュニテ
ィ・スクールの先導
的実践に取り組む。
三鷹市におけるコミ
ュニティ・スクール
と小中一貫教育をセ
ットにした教育改革
の推進役として活躍
中。編著に「子ど
も・学校・地域をつ
なぐコミュニティ・
スクール」など。



主なイベント案内
● 平家おどり
「平家おどり保存会 西山連」による平家おどり。長
門市初公演です。ぜひご覧ください
● よさこい競演
地元で活躍する「ながとよさこい連 －永遠

と わ

－」など
４団体のよさこい披露
● ジャンボのり巻き（76m）に挑戦
どなたでもご参加できます。みなさんチャレンジし
てみましょう
● こども広場
ジャグリング、各種ゲームコーナー、お面づくりほか
● わくわく動物広場 動物とのふれあいコーナー
● バザー広場
● ふれあい広場
愛のバザー、そば打ち体験コーナーほか
● 展示・体験広場
各種作品の展示、販売、健康相談ほか
● フリーマーケット

9:00 鼓笛演奏（日置保育園）遊戯（黄波戸保育園）
9:20 オープニングセレモニー
9:35 太鼓演奏（太鼓海クラブ／鼓波会）
10:15 金管バンド演奏／合奏（日置小）
10:30 ブラスバンド演奏（日置中・日置農高）
11:00 平家おどり（１回目）
11:20 よさこいおどり（ながとよさこい連-永遠

と わ

-ほか）

11:45 ジャンボのり巻きに挑戦
12:30 マツタケ狩りゲーム
13:05 ジャグリング
13:30 平家おどり（２回目）
13:50 スタンプラリー抽選会
14:05 若さ爆発 綱引き大会
15:00 フィナーレ もちまき

犬
の
飼
い
方マナ

ー
ア
ッ
プ
!!

近
年
、
犬
や
猫
を
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
わ
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
な
か
、

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
苦
情

も
増
え
て
お
り
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

◆
飼
い
主
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う

し
っ
か
り
し
つ
け
ま
し
ょ
う

犬
の
散
歩
に
は
運
動
不
足
の
解
消

や
、
飼
い
主
と
の
絆
を
深
め
る
と

い
っ
た
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
は
、
必
ず

フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

◆
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
危
険
で
す

人
に
飛
び
つ
い
て
怪
我
を
さ
せ
た

り
、
物
を
壊
し
た
り
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
犬
の
安
全
を

守
る
た
め
に
も
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う

◆
愛
情
、
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し

ょ
う

犬
は
声
や
か
ら
だ
の
動
き
で
、
感

情
を
表
現
し
、
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
犬
と
人
と
の
会
話
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て

接
し
て
く
だ
さ
い

◆
法
令
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
飼
犬
は
生

涯
１
回
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
あ
た
ら
し
く
犬
を
飼

わ
れ
た
場
合
や
、
狂
犬
病
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
市
役
所

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

飼
主
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
正
し
く

飼
う
こ
と
で
、
近
所
の
方
と
も
気
持

ち
よ
く
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
て
の
家
庭
で
犬
を
飼
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
最

低
限
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
生
涯
大

切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

TEL
23
‐
１
１
３
４

※タイムスケジュー
ルは都合により変
更することがあり
ます

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

事
後
評
価
の
公
表

長
門
市
駅
前
地
区
に
お
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
最
終
年
度
に
あ
た
り
、

事
後
評
価
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■
公
表
場
所

市
役
所
本
庁
２
階
都
市
建
設
課

■
公
表
期
間
　
11
／
４
（火）
〜
17
（月）

８：

30
〜
17：

15
（
土
日
除
く
）

■
そ
の
他

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
管
理
係

TEL
23
‐
１
１
５
１

●
第
21
回
全
日
本
健
康
福
祉
祭
か
ご
し

ま
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

２
０
０
８
）

【
水
泳
／
10
月
25
日
〜
27
日
／
鹿
児
島

市
】田中

　
伸
衛
（
東
深
川
藤
中
）

【
サ
イ
ク
リ
ン
グ
／
10
月
25
日
・
26

日
／
南
さ
つ
ま
市
】

泉
　
　
勇
治
（
仙
崎
幸
町
）

【
ラ
グ
ビ
ー
／
10
月
25
日
・
26
日
／
薩

摩
郡
さ
つ
ま
町
】

南
部
　
　
誓
（
仙
崎
鳥
越
２
区
）

吉
見
　
繁
夫
（
三
隅
中
大
竹
）

藤
本
　
和
正
（
東
深
川
江
良
）

中
原
　
道
治
（
東
深
川
湊
１
西
区
）

●
第
59
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
／
10
月
22
・
23
日
／
佐
賀
市
他

日
置
農
業
高
校

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
・
環
境
の
部
】

前
田
　
真
実
（
生
物
生
産
科
３
年
）

蔵
本
　
有
華
（
生
物
生
産
科
３
年
）

池
田
早
菜
香
（
生
活
科
学
科
３
年
）

坂
村
美
由
紀
（
生
活
科
学
科
３
年
）

田
村
　
朱
華
（
生
活
科
学
科
３
年
）

田
原
　
麻
衣
（
生
活
科
学
科
３
年
）

前
列
左
か
ら

前
田
さ
ん
、
蔵
本
さ
ん
、
池
田

さ
ん
、
坂
村
さ
ん
、
田
原
さ
ん
、
上
田
さ
ん

後
列
左
か
ら

城
石
さ
ん
、白
石
さ
ん
、永
田
さ
ん
、

谷
野
さ
ん
、
杉
原
さ
ん
、
中
野
さ
ん

上
田
　
　
舞
（
生
活
科
学
科
３
年
）

城
石
　
良
子
（
生
活
科
学
科
３
年
）

【
農
業
鑑
定
競
技
・
農
業
の
部
】

白
石
　
一
馬
（
生
物
生
産
科
３
年
）

【
農
業
鑑
定
競
技
・
園
芸
の
部
】

永
田
　
紗
幸
（
生
物
生
産
科
３
年
）

【
農
業
鑑
定
競
技
・
生
活
科
学
の
部
】

谷
野
　
香
奈
（
生
活
科
学
科
３
年
）

【
家
畜
審
査
競
技
・
肉
用
牛
の
部
】

杉
原
　
美
紀
（
生
活
科
学
科
３
年
）

【
ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
】

中
野
　
香
林
（
生
物
生
産
科
２
年
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

10
月
８
・
17
日
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
等
の
激
励
会
が
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
・
大
会
名
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▲

●
第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

卓
球
競
技
／
10
月
11
日
・
12
日
／
大

分
県
別
府
市

栩
木
と
ち
ぎ

順
平
（
仙
崎
白
潟
１
区
）

左
か
ら
吉
見
さ
ん
、
南
部
さ
ん
、
泉
さ
ん
、

田
中
さ
ん

▲

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ
れ

た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

場
合
は
、
今
年
１
年
間
に
納
付
（
納

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等

が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
か
ら
、

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ

キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

送
付
時
期
は
、
今
年
１
月
１
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
人
は
11
月
上
旬
に
、
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た
場

合
な
ど
で
、
10
月
２
日
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

は
、
来
年
２
月
上
旬
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や
領

収
書
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
証
明
書
の
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

TEL
23
‐
１
１
２
９

香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞

絵
画
展
入
賞
者

第
11
回
香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞

絵
画
展
の
入
賞
者
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。
入
賞
・
入

選
し
た
作
品
100
点
は
、
香
月
泰
男
美

術
館
内
に
12
月
25
日
（木）
ま
で
展
示
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「〈
私
の
〉
夏
」、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、ス
ポ
ー
ツ
、

勉
強
、
家
族
旅
行
な
ど
、
夏
の
思
い

出
を
描
い
た
児
童
、
生
徒
の
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

■
大
賞

茅
野
香
穂
（
山
大
附
属
山
口
小
１
年
）

塩
谷
里
奈
（
防
府
市
小
野
中
１
年
）

■
金
賞

今
本
有
紀
（
和
木
町
和
木
小
２
年
）

宮
本
将
彰
（
和
木
町
和
木
小
６
年
）

■
銀
賞

田
中
祐
豪
（
山
大
附
属
光
小
３
年
）

須
山
真
帆
（
私
立
カ
リ
タ
ス
小
４
年
）

小
倉
由
梨
菜
（
光
市
光
井
小
５
年
）

横
田
眞
希
（
美
祢
市
秋
芳
北
中
３
年
）

■
銅
賞

橋
本
和
奏
（
油
谷
小
１
年
）

平
田
賢
靖
（
山
大
附
属
山
口
小
２
年
）

弘
中
美
幸
（
山
口
市
平
川
小
３
年
）

桑
原
悠
太
（
山
大
附
属
山
口
小
４
年
）

那
須
優
悟

（
北
九
州
市
星
ヶ
丘
小
５
年
）

田
中
沙
耶
（
山
口
市
大
殿
中
２
年
）

■
問
い
合
わ
せ

香
月
泰
男
美
術
館

TEL
43
‐
２
５
０
０

国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て



な
が
と
絵
画
ク
ラ
ブ

第
22
回
絵
画
展

■
期
日

11
／
13
（木）
〜
16
（日）

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

■
問
い
合
わ
せ

な
が
と
絵
画
ク
ラ
ブ
（
林
）

TEL
22
‐
０
０
３
９

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
＆

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

市
体
育
協
会
で
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
＆
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
に

出
場
す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

11
／
24
（月）
・
振
休

受
付
８：

30
〜
開
会
式
９：

30
〜

■
会
場

な
が
と
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
、
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
（
各

競
技
団
体
登
録
チ
ー
ム
）、
市
内

に
在
住
ま
た
は
在
学
す
る
中
高
生

※
学
生
だ
け
の
チ
ー
ム
は
成
人
の
責

任
者
が
１
人
必
要
で
す

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地
名

田
屋
団
地

■
申
込
資
格

・
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
、
内
縁
関
係

■
種
目

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
男
性
の
部

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
女
性
の
部

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
ト
リ
ム
の
部
（
男

女
各
２
名
）

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
男
性
の
部

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
女
性
の
部

※
ど
ち
ら
か
１
種
目
の
参
加
に
限
る

■
チ
ー
ム
編
成

選
手
４
人
以
上
８

人
以
下
で
構
成
し
、
監
督
は
選
手

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
ト
リ
ム
の
部
は
常
時
男
女
各

２
名
が
出
場
の
こ
と

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム

１
、０
０
０
円

■
申
込
方
法
　
長
門
市
体
育
協
会
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添

え
て
申
し
込
む

■
申
込
期
限

11
／
17
（月）

■
代
表
者
会
議
　
大
会
当
日
の
８
時

30
分
か
ら
、
な
が
と
総
合
体
育
館

選
手
控
え
室
①
で
行
い
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
体
育
協
会TEL

22
‐
３
５
４
０

に
あ
る
人
を
含
む
）
が
あ
る
人

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し

て
い
る
人

・
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

■
申
込
方
法
　
山
口
県
住
宅
供
給
公

社
に
入
居
申
込
書
を
郵
送
（
申
込

書
は
長
門
土
木
建
築
事
務
所
に
あ

り
ま
す
）

■
申
込
期
間

11
／
20
（木）
〜
30
（日）

（
消
印
有
効
）

■
入
居
予
定

平
成
21
年
１
月
下
旬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8532
山
口
市
水
の
上
町
１
‐
７

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４

■
日
時

11
／
29
（土）８：

30
〜
11：

30

※
受
付
は
８：

30
〜
９：

00
の
間
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

（
受
付
場
所：

管
理
棟
横
）

■
場
所
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
三
隅

■
内
容

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

・
初
心
者
コ
ー
ス
…
グ
ラ
ン
ド
お

よ
び
グ
ラ
ン
ド
周
辺

・
経
験
者
コ
ー
ス
Ａ
（
中
村
地
区
）

…
約
5.5
㎞
（
70
分
）

・
経
験
者
コ
ー
ス
Ｂ
（
中
村
地
区
）

…
約
3.9
㎞
（
40
分
）

（
講
師：

長
門
市
体
育
指
導
委
員
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

・
足
指
力
測
定
（
足
の
指
の
筋
力
を

測
り
ま
す
）

・
超
音
波
骨
量
測
定

・
加
速
度
脈
波
測
定
（
血
管
年
齢
を

測
り
ま
す
）

・
血
圧
相
談
、
健
康
相
談

■
申
込
方
法

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
に
電
話
で
申
し
込
む

※
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

な
る
べ
く
事
前
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
　
11
／
21
（金）

■
そ
の
他

・
雨
天
中
止
は
当
日
７
時
30
分
に

決
定
し
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
三
隅
管
理
棟
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
（
TEL
43
‐
１
２
３
４
）

・「
秋
の
長
門
路
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ

リ
ー
ズ
」
①
健
康
歩
け
歩
け
大
会

（
日
置
）、
②
長
門
市
健
康
づ
く
り

の
つ
ど
い
、
③
長
門
市
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
教
室
（
本
教
室
）
す
べ
て
に

参
加
さ
れ
た
人
に
は
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

TEL
23
‐
１
２
９
５

簡
単
そ
う
に
見
え
て
実
は
奥
が
深
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
！

初
め
て
の
人
も
、
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
る
人
も
、
正
し
い
歩
き
方

を
知
っ
て
い
る
の
と
い
な
い
の
と
で
は
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
違
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
『
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
』
を
実
践
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



海
技
免
許
の
更
新
講
習

■
日
時
　
11
／
16
（日）

受
付
９：

30
〜
講
習
10：

00
〜

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
す
る
も
の

海
技
免
許
、
写
真
２
枚
（
縦
4.5

㎝
×
横
3.5
㎝
・
ス
ピ
ー
ド
写
真

可
）、
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１

通
（
旧
免
許
証
の
人
お
よ
び
住
所

変
更
の
あ
る
人
の
み
）

■
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習８

、
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

※
大
型
受
有
者
は
事
前
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
２
６
６
‐
４
０
２
９

パ
ー
ト
労
働
１
日
電
話
相
談

全
国
歯
科
保
健
大
会

第
29
回
全
国
歯
科
保
健
大
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
／
22
（土）12：

30
〜
17：

30

■
場
所
　
山
口
市
民
会
館

■
内
容

歯
科
保
健
功
労
者
表
彰
、

特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
歯
科
医
師
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
８
‐
８
０
２
０

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
実
態
や

居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
等
を
全
国

一
斉
に
調
査
す
る
も
の
で
、
今
後
の

住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係
る
施
策

の
基
礎
資
料
と
な
る
重
要
な
調
査
で

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
日
　
12
／
１
（月）

■
調
査
方
法
　
調
査
員
が
11
月
下
旬

に
調
査
対
象
の
各
世
帯
を
訪
問
し

て
調
査
票
へ
の
記
入
を
依
頼
し
、

後
日
回
収
に
伺
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
住
宅
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
８
７
４

長
門
市
役
所
都
市
建
設
課

TEL
23
‐
１
１
４
７

白
い
風
車
＆
山
口
大
学
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
OB

交
歓
演
奏
会
の
夕
べ

日
置
女
声
合
唱
団
「
白
い
風
車
」

の
結
成
10
周
年
を
記
念
し
て
、
山
口

大
学
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
交

歓
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
／
16
（日）

18：

00
開
演
（
開
場
17：

30
）

■
場
所
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

白
い
風
車
事
務
局
（
下
村
）

TEL
37
‐
３
０
５
０

雇
用
保
険
助
成
金
無
料
相
談
室

（
併
設
総
合
労
働
相
談
所
）

■
日
時

11
／
12
（水）10：

00
〜
15：

00

■
場
所

萩
公
共
職
業
安
定
所

■
内
容

雇
用
保
険
制
度
の
各
種
助

成
金
や
年
金
、
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

等
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
社
会
保
険
労
務
士
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
１
７
２
０

山
口
法
律
関
連
士
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無
料
一
斉
共
同
相
談
会

暮
ら
し
の
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

「
困
っ
た
」
に
、
複
数
の
法
律
関
連

士
業
の
資
格
者
が
協
力
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
／
11
（火）10：

00
〜
16：

00

■
場
所
　
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

（
山
口
市
惣
太
夫
町
２
‐
２
）

■
相
談
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
法
律
関
連

士
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
１
７
２
０

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
４
日
か
ら
、
広
島
国
税
局
管

内
す
べ
て
の
税
務
署
の
電
話
受
付
が

自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
す
。

自
動
音
声
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た

番
号
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
と
、
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
音
声
案
内
①
）

ま
た
は
税
務
署
（
音
声
案
内
②
）に
ご

案
内
し
ま
す
。
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
専
門
の
担
当
者
が
税
目
別
に
対

応
し
ま
す
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
そ
っ
て

ご
希
望
の
番
号
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
年
金
や
給
与
ま
た
は
事
業
な
ど

の
「
所
得
税
」
に
関
す
る
ご
相
談

②「
相
続
税
」
や
「
贈
与
税
」
ま
た
は

個
人
が
土
地
や
建
物
、
株
式
等
を

売
却
し
た
場
合
の
ご
相
談

③「
法
人
税
」
や
「
源
泉
所
得
税
」
ま

た
は
年
末
調
整
な
ど
に
関
す
る
ご

相
談

④「
消
費
税
」
や
「
印
紙
税
」
な
ど
に

関
す
る
ご
相
談

⑤
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
や
お

問
い
合
わ
せ
先
が
不
明
の
場
合

■
問
い
合
わ
せ

長
門
税
務
署

TEL
22
‐
２
４
４
１

源
泉
所
得
税
の

年
末
調
整
説
明
会

平
成
20
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方

と
法
定
調
書
等
の
提
出
方
法
等
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

な
お
、
説
明
会
で
は
事
前
に
送
付

し
ま
す
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
や

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説

明
し
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
書
類
の
中
に
あ
る

「
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

の
ご
案
内
」
の
下
欄
に
整
理
番
号
と

源
泉
徴
収
義
務
者
名
を
記
入
し
、
説

明
会
当
日
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

油
谷
・
日
置
地
区

■
日
時

11
／
18
（火）10：

00
〜
12：

00

■
場
所

油
谷
中
央
公
民
館大

会
議
室

長
門
・
三
隅
地
区

■
日
時

11
／
19
（水）14：

00
〜
16：

00

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂

■
そ
の
他

中
央
公
民
館
は
駐
車
場
が
狭
い
の

で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

長
門
税
務
署
法
人
課
税
部
門

TEL
22
‐
２
４
４
１

・
11
／
29
（土）
、
12
／
13
（土）

13：

30
〜
15：

30

向
津
具
公
民
館

・
12
／
９
（火）
、
12
／
23
（火）

10：

00
〜
12：

00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

■
内
容
・
講
師

・
栄
養
改
善
　
　
管
理
栄
養
士

・
口
腔
ケ
ア
　
　
歯
科
衛
生
士

・
体
力
づ
く
り
　
健
康
運
動
指
導
士

■
申
込
方
法
　
当
日
会
場
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ダ
ン
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
美
和（
山
部
）

TEL
０
９
０
‐
４
９
８
４
‐
４
０
２
６

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
33
‐
３
０
２
１

介
護
予
防
講
座

し
っ
か
り
噛
ん
で
、
心
身
の
健
康

■
日
時
　
11
／
６
（木）10：

00
〜
11：

30

■
場
所
　
清
風
会

清
風
ポ
ラ
リ
ス

交
流
ホ
ー
ム
（
湯
免
）

■
講
師
　
金
子
郁
子
（
山
口
福
祉
専

門
学
校
歯
科
衛
生
士
科
科
長
）

■
対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

■
定
員
　
20
名
程
度

■
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限
　
11
／
３
（月）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
福
祉
専
門
学
校

TEL
43
‐
０
１
１
１

い
つ
ま
で
も

自
立
し
た
生
活
を
め
ざ
し
て

■
日
時
・
場
所

・
11
／
11
（火）
、
11
／
25
（火）

10：

00
〜
12：

00

川
尻
老
人
憩
い
の
家

山
口
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

最
低
賃
金
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
等
を
含
め
て
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

第
27
回
萩
総
ま
つ
り

日
時

11
／
16
（日）

９：

30
〜
15：

00

■
場
所

山
口
県
立
萩
総
合
支
援
学
校

（
萩
市
椿
東
中
ノ
迫
5816
‐
１
）

■
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

示
、
学
校
紹
介
、
施
設
展
示
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、食
事
コ
ー
ナ
ー
、

バ
ザ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
立
萩
総
合
支
援
学
校

TEL
０
８
３
８
‐
２
５
‐
７
２
８
０

h
ttp
://w

w
w
.h
a
g
i-s.ysn

2
1
.jp

業
主
は
、
こ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
く
わ
し
く
は
山
口
労
働
局
賃

金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
最
低
賃
金

６
６
８
円

■
発
効
日
　
平
成
20
年
10
月
29
日

■
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
方
、
パ
ー

ト
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
、

事
業
主
の
方
か
ら
の
「
パ
ー
ト
で
働

く
こ
と
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
　
11
／
６
（木）９：

00
〜
19：

00

■
内
容

賃
金
、
年
次
有
給
休
暇
、

時
間
外
労
働
な
ど
労
働
条
件
全
般

に
関
わ
る
こ
と
、
育
児
休
業
・
介

護
休
業
の
取
得
、
雇
用
保
険
・
労

災
保
険
に
関
す
る
こ
と
な
ど

■
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

TEL
０
１
２
０
‐
５
５
‐
１
４
８
０

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
雇
用
機
会
均
等
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
９
０

10
月
14
日
、
萩
信
用
金
庫
か
ら
市
へ

の
寄
附
金
の
贈
呈
が
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
信
用
金
庫
が
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
特
典
付
き
定
期

預
金
の
一
部
を
営
業
地
区
内
の
市
町
に

寄
附
を
さ
れ
た
も
の
で
、
長
門
市
に
は

17
万
９
、
５
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
は
地
域
振
興

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

萩
信
用
金
庫
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

広告枠 広告枠


